
【結核の健診を受ける方へ】 

 

新 旧 

P7 

5 潜在性結核感染症とは？ 

  

潜在性結核感染症とは、結核菌に感染はしていますが、結核の症

状はなく、今後、発病するおそれがある状態です。 

結核は、過労や強いストレスを感じる生活が続いたり、糖尿病や

他の病気等により、免疫力が低下しているときに発病をしやすくな

ります。 

潜在性結核感染症として、服薬治療をすることで、結核を発病す

る危険性を減らすことができます。 

治療は、イソニアジド（INH）、リファンピシン（RFP）のうち１剤、

又は２剤を決められた期間服薬します。 

薬を飲み忘れたり、自己判断で中断すると、発病を抑えられなか

ったり、薬が効かない菌（薬剤耐性菌）を作ってしまいます。最後ま

で欠かさず薬を飲むことが大切です。 

治療中は、周囲に感染させる心配はなく、学校や会社を休む必要

はありません。 

この治療は、結核医療費公費負担制度の対象となります。 

治療中は、保健所が治療継続の支援をします。 

 

 

 


